
 

 

 

 

 

 

 
 

特別支援教育コーディネーター 桐田 結佳 
 

先日、岩見沢で行われた JOIN ALIVE というイベントに参加してきました。様々なアーティストが集まる夏フェスで、その

中には、応援ソングで知られる FUNKY MONKEY BABYS も出演していました。「ちっぽけな勇気」から始まり、中盤の

「あとひとつ」、最後は「悲しみなんて笑い飛ばせ」で終わる全７曲のセットリストで、力強く背中を押してもらったような、そ

んな余韻が数日間続きました。 

特に印象に残っているのは、「あとひとつ」の演奏終盤で、ボーカル

の加藤さんが、何度も叫んでいた「みんな頑張れ！！」という言葉です。

大人になって、「頑張れ」というありふれた言葉で、こんなにも胸が熱く

なることに感動しました。と同時に、私が子どもたちにかける「頑張れ」

の言葉は、こんなにも心に響いているだろうか、と自分に問いかけていました。 

 

「校内学びの支援委員会」は、全ての子どもに学びの機会を保障するための部門です。この歌詞のように、学校生活の

中で困難があっても、諦めず、涙やハードルを乗り越えて、自分に希望を見いだして進めるように、応援したいと思っていま

す。その応援の仕方について、担任を中心とした教職員や保護者の方と、教室内での対応を考えたり、外部機関と連携し

たり、教職員で研修を行ったりしています。 

 

学校における「学び」とは、教科学習のことだけではありません。もちろん、学校生活の大半を占めているのは授業時間

なので、学習の得意・不得意は、子どものやる気や登校意欲に直結します。ただ、“友達や大人との関わり方”、“うまくいか

なかったときの対処の仕方”、“自分の気持ちや行動、言葉を上手にコントロールすること”、“苦手なことにも挑戦し、頑張

る心の体力”など、学校生活には様々な要素があります。その全てが、子どもたちの豊かな成長に重要なものです。この

様々な要素における「学び」を支えることが、私たち教員の役割だと思っています。 

 

その応援は、精神論だけでは破綻します。難しいことを乗り越えるには、「何故できるのか」を知る必要があります。“字を

書く”ことが苦手な子に、ひたすら書く練習をさせても、書けるようになるわけではありません。“気持ちのコントロール”が難

しい子に、ひたすら我慢させればよいわけではありません。そこに必要な力は何か、細かく分析し、その一つ一つを伸ばすた

めの手だてに関する研究から学び、子どもの実態に応じて実践する。それが専門性です。ただし、専門性だけでも不十分

です。「頑張ろう！」という気持ちを呼び起こす熱意をもった人が近くにいないと、頑張れないことも多々あります。その上で、

「こうやって頑張れば自分はできるんだ！」と知った子は、自信をもち、笑顔が増え、グンと成長します。 

我々教職員の研修の一つとして、今年度から新たに始まった取組が「担任交換授業」です。通常の学

級と特別支援学級の担任が、互いの学級・学年で授業を行う、というものです。すでに一部の学年でスタ

ートしていますが、互いの子どもたちのよさを知り、先生同士で学び合うよい機会となっています。 

担任をはじめとする教職員は、こういった研修を通して自分を磨き、子どもを思って相談し合う熱意をも

っています。是非、気になることはお気軽に御相談ください。相談相手は、担任、特別支援教育コーディネーター、担任外な

ど、誰でも言いやすい相手で結構です。どうしたらその子の学ぶ機会を保障できるか、みんなで相談しながら応援します。 

私たちは、これからも、専門性を高め、熱意をもち、子どもたちの心に届く「頑張れ」を送り続けたいと思います。 

URL  http//www.wako-e.sapporo-c.ed.jp 
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※作詞：FUNKY MONKEY BABYS&川村結花 



 

☆２学期始業式☆ 
８月２４日(月) ４時間授業（給食あり） 

8:15～8:25に玄関を通過できるように登校

させてください。上靴、筆記用具、夏休みの課

題など、詳しい持ち物は学年便りでお確かめく

ださい。 

    〔下校時刻〕   １３時０５分頃 

夏休みの課題について 

 昨年度同様、宿題ドリル等は使用せず、自ら計

画した学習に取り組む形になっております。 

長期の休みを生かして、じっくり興味のあるこ

とを掘り下げる学習はもちろん、苦手な分野の学

習にも取り組み、有意義なお休みにしていただけ

ればと思います。なお、詳細につきましては、各

学年のお便りを御覧ください。 

学校諸費納入のお願い 

 後期の学校徴収金引き落とし日は９月７日（月）で

す。残高の御確認をお願いいたします。 

再引落し日は９月１５日（火）になります。 

夏休み中の生活について 

 学校では夏休みの過ごし方について指導を行ってお

ります。夏休みが子どもたちの楽しい思い出となるよ

う、下記の点について、御家庭でもお話しいただきます

よう御協力をお願いいたします。 

◆規則正しい健康的な生活を 

〇早寝・早起き・朝ごはんを心掛ける。 

〇熱中症に気を付け水分を補給するようにする。 

◆安全に気を付ける 

〇道路を渡る際は、信号のある所や横断歩道を渡る。渡

る前には、左右の安全を確認する。 

〇管理されていない海岸や川で泳いだり、水遊びをした

りしないようにする。 

〇花火などは保護者と一緒に行う。 

〇『いかのおすし』を守って行動する。 

◆遊びに行くときの約束を守る 

〇いつ・どこへ・誰と行くのかを確認する。 

〇公共の場所ではマナーを守って遊ぶ。 

〇食べ歩きやポイ捨てをしない。 

〇子どもだけでお店で買い物をしない。 

◆インターネットを使うときには・・ 

〇時間を決めて使用し、使いすぎに気を付ける。 

〇個人情報を伝えたり、ＳＮＳに掲載したりしない。 

〇相手を傷つけるような言葉を書き込まない。 

〇知らない人とやりとりをしない。 

◆御家庭でもお子さんの見守りを 

〇学校では「２４時間子どもＳＯＳダイヤル」をはじめ

とする相談窓口について、子どもたちに指導を行って

おります。長期休業中は、何かと大人の目が届かない

場面も多くあります。お子さんの悩みや変化など、気

になる様子などがありましたら、学校まで御連絡いた

だければと思います。 

夏休み中の学校への御連絡は・・ 

  夏休み中に、転校についてなど連絡がある場合は、学校までお知らせください。なお、土曜・日曜・祝

日・夏季休校日は職員不在となりますので、御承知おきください。 

時間：９：００～１６：００ TEL：０１１－７３６－７３５１ 

夏季休校日について 

 札幌市教育委員会では、全国的な課題とな
っている教職員の長時間勤務や多忙化等への
対応策として、夏休み期間中に、「夏季休校日」
の取組を実施しております。これに伴い、８月
１２日（水）、８月１３日（木）、８月１４日
（金）の３日間を夏季休校日とし、年末年始の
休日等と同様に、学校としての休校日とさせ
ていただきますので、御理解と御協力をお願
いいたします。 学校だよりのすぐーる配信について 

 今年度の学校だよりの発行は、紙の配付と併せてすぐー

る配信を行ってきました。2学期からは、紙での配付を行わ

ず、すぐーる配信のみとしますので、御理解のほど、どうぞ

よろしくお願いいたします。 

曜 日 行事

月 24
始業式（13:05下校）
教育実習（～9/18）
避難訓練週間②

火 25 全校5時間授業

水 26

木 27
全校5時間授業
PTA資源回収⑤

金 28
6年：こころの劇場
（午前：弁当持参）

土 29

日 30

月 31
児童委員会⑦
4年  5時間授業


